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す
。
連
携
強
化
で
活
動
が
活
発
に
な
れ
ば
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
参
加
者
も
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

松
山　
コ
ロ
ナ
禍
で
出
来
な
か
っ
た
、
実
践

に
近
い
訓
練
を
関
係
者
間
で
行
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
備
え
と
し
て
、
各
自
食
料
の
備
蓄
や

簡
易
ト
イ
レ
の
用
意
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

─
─
市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
は

何
で
す
か
。

浅
岡　
被
災
し
た
と
き
に
、
支
援
を
受
け
る

側
だ
け
で
は
な
く
、
支
援
が
で
き
る
側
に
一

人
で
も
多
く
回
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

立
花　
災
害
時
は
隣
近
所
の
方
と
協
力
し
て

避
難
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
、
国
籍
を
問

わ
ず
、
日
頃
か
ら
近
所
の
方
と
顔
の
わ
か
る

関
係
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

堀
本　
常
日
頃
か
ら
、
隣
近
所
同
士
で
会
話

を
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
お
互
い
助
け

松
山　
東
日
本
大
震
災
前
は
、
簡
易
ト
イ
レ

や
食
料
等
の
備
蓄
を
説
明
し
た
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

訓
練
や
講
習
等
で
継
続
し
て
説
明
す
る
こ
と

で
、
今
で
は
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解

し
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

─
─
課
題
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

浅
岡　
今
後
10
年
、
20
年
と
続
い
て
い
く
中

で
は
連
絡
会
の
役
員
を
引
き
受
け
る
方
が
い

る
の
か
が
一
番
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

立
花　
外
国
人
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と

で
す
。
国
籍
が
違
う
と
文
化
や
習
慣
も
様
々

で
、
そ
こ
で
予
想
さ
れ
る
避
難
生
活
で
の
問

題
は
、
言
葉
の
壁
、
価
値
観
、
宗
教
と
食
べ

物
の
違
い
で
す
。

堀
本　
自
治
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
連
携
が
ま
だ
弱
い
こ
と
で

松
山　
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
よ
り
迅
速
に
安
全
に
行
う
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成

14
年
に
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
養
成
講
座

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
参
加
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
減
災
や
防
災
の
活
動
も
し

て
い
ま
す
。

─
─
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
経
験
し
た
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

浅
岡　
知
的
に
障
が
い
の
あ
る
方
々
は
、
発

信
が
難
し
か
っ
た
り
、
周
り
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
が
上
手
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
、

短
く
、
ゆ
っ
く
り
、
は
っ
き
り
伝
え
る
こ
と

で
相
手
に
安
心
感
を
与
え
理
解
が
進
み
ま
す
。

寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

立
花　
台
風
が
接
近
し
た
と
き
、
日
本
語
で

発
信
さ
れ
て
い
た
防
災
情
報
を
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
へ
翻
訳
し
た
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
以
外
の
方

へ
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
指
定
避
難
所

が
分
か
ら
な
い
方
に
も
個
別
で
相
談
に
乗
り

ま
し
た
。

堀
本　
近
隣
の
つ
な
が
り
が
大
事
だ
と
思
い

ま
す
が
、
緊
急
事
態
宣
言
中
で
も
、
一
人
暮

ら
し
の
方
た
ち
と
連
絡
が
取
れ
る
か
心
配
で

し
た
。
ゴ
ミ
出
し
時
の
声
掛
け
等
で
、
様
子

を
探
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

─
─
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
き
っ
か

け
、役
割
や
活
動
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

浅
岡　
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
た
と
き
、
受
入
れ
側
の
体
制
整

備
の
必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
支
援

を
要
望
す
る
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
間
に

入
っ
て
、
き
め
細
か
い
支
援
が
で
き
ま
す
。

立
花　
外
国
人
と
日
本
人
が
一
緒
に
防
災
活

動
に
取
り
組
む
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
し
た
。
外
国
人
に
も
わ
か
り
や
す

い
、
や
さ
し
い
日
本
語
標
記
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

堀
本　
東
日
本
大
震
災
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
被
災
者
の
結
び
を
ど
う
す
れ
ば
活
発
な

活
動
に
つ
な
が
る
の
か
、
今
も
学
び
の
最
中

で
す
が
、
話
し
合
い
、
方
向
性
を
探
し
て
い

ま
す
。

磐田市災害ボランティアコーディ磐田市災害ボランティアコーディ
ネーターに聴く～災害への備え～ネーターに聴く～災害への備え～

　各地で地震や風水害等による被害が発生しており、平常時から災害に備えることが重要
な課題となっています。今回の特集では、災害発生時に被災者とボランティアをつなぐ災害
ボランティアコーディネーターに、日々の活動を通じて感じている、今後必要な災害への備
え等についてお聴きしました。
   （取材日：令和３年 10 月 15 日）（聞き手 : 市議会総務委員会　小池和広委員長、戸塚邦彦副委員長）

合
い
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

松
山　
自
分
を
守
る
た
め
、
家
族
を
守
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
、
事
前
に
準
備

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

─
─
市
議
会
や
行
政
に
期
待
す
る
こ
と
は

何
で
す
か
。

浅
岡　
皆
さ
ん
に
も
、一
度
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
、
現
場
を
確
認
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
今
ま
で
考
え
て
い
た
常
識

や
、
学
ん
だ
こ
と
が
一
変
し
ま
す
。

立
花　
磐
田
市
に
は
50
カ
国
近
く
の
外
国
人

が
住
ん
で
い
ま
す
。
翻
訳
版
の
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
よ
り
、
や
さ
し
い
日
本
語
版
の
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
の
自
治

会
加
入
率
が
低
い
の
で
、
加
入
率
を
上
げ
地

域
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
ほ
し

い
で
す
。

堀
本　
市
民
の
皆
さ
ん
が
防
災
意
識
を
持
ち
、

堀
ほり

本
もと

 芳
よし

枝
え

さん

立
たち

花
ばな

 チアゴ ミツオさん

松
まつ

山
やま

 正
まさ

之
ゆき

さん

浅
あさ

岡
おか

　守
まもる

さん

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
ど
う
対
処
す
る
か

考
え
る
た
め
、
防
災
訓
練
を
継
続
し
て
ほ
し

い
で
す
。

松
山　
最
近
の
災
害
は
地
震
だ
け
で
な
く
、

豪
雨
等
水
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
本
市
も
天
竜
川
、
太
田
川
と
大
き
な
川

に
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
地
震
ば

か
り
で
な
く
、
住
民
が
参
加
で
き
る
水
害
の

訓
練
も
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

─
─
多
様
化
す
る
被
災
者
の
状
況
を
理
解
し
、

被
災
者
と
災
害
ボ
ラ
ン
ティ
ア
を
円
滑
に
繋
ぐ

た
め
、
普
段
か
ら
備
え
を
重
ね
て
い
る
様
子

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
議
会
も
防

災
・
減
災
へ
の
取
組
や
、
発
災
時
の
対
応
等
に

つ
い
て
検
証
し
、
災
害
に
備
え
て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。磐

田
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連
絡
会

　

災
害
発
生
時
に
市
社
会
福
祉
協
議
会

を
中
心
に
運
営
さ
れ
る
「
磐
田
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
団
体
。
構
成
は
市
社
会
福
祉

協
議
会
等
主
催
の
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の

受
講
者
有
志
で
、年
４
回
の
研
修
会
（
講

義
や
実
践
）
を
基
本
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

※災害対策本部（市）からの情報提供や支援を受けてセンターを運営します。

市災害ボランティアセンターの仕組み

運営／磐田市社協 ・ 災害ボランティアコーディネーター
協力／県社協 ・ 他市町社協 ・ 被災地支援NPO等

被災された市民の皆さん

家の中に泥が入ってしまった

漠然と不安で、独りでいると
涙が出る

お話相手になり不安を少しずつ
軽くするお手伝いをします

片付けや泥出しができる
ボランティアを派遣します

市内外の災害ボランティア・活動希望者（個人・団体）

磐田市
災害ボランティア
センター

市内で災害が発生したら・・・

助けてください！ お手伝いします！

などなど
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会派名の表記（人数）
※３年 10 月13 日現在

「志」志政会（９）
「せ」せいわ会（６）
「新」新磐田（３）
「創」市民と創る磐田（３）
「共」日本共産党磐田市議団（２）
「公」公明党磐田（２）
「力」磐田の底力（１）

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
の
分
析
は
。

　

県
か
ら
提
供
さ
れ
な
い
情
報
や
本
人

の
希
望
に
よ
り
公
表
さ
れ
な
い
も
の
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
の
分
析
結
果
が
有

用
か
は
不
明
だ
が
、
分
析
は
で
き
る
限
り
情

報
を
収
集
す
る
中
で
進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
啓
発
は
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
い
わ
た
ホ
ッ
と

ラ
イ
ン
等
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
使
い
接
種
の

機
会
が
あ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
い
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
取
組
状
況
と
検
査
体

制
拡
大
の
考
え
は
。

　

福
祉
、
医
療
、
教
育
の
従
事
者
で
濃

厚
接
触
に
は
な
ら
な
い
が
感
染
の
疑
い
が
あ

る
方
は
、
施
設
長
の
判
断
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
施
設

で
陽
性
者
が
出
た
場
合
や
ク
ラ
ス
タ
ー
に
指

定
さ
れ
た
場
合
に
は
無
償
で
検
査
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
維
持
し
た
い
。

　

病
気
な
ど
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

　

接
種
自
体
は
強
制
で
は
な
い
の
で
難

し
い
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
正
し
い
情
報
を
正
確

に
伝
え
て
い
き
対
応
し
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
課
題

は
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
や
接
種
体
制
が
、

接
種
希
望
者
と
合
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
自
宅
療
養

者
へ
の
支
援
は
。

　

保
健
所
の
保
健
師
等
が
自
宅
療
養
者

に
電
話
で
健
康
状
態
の
聞
き
取
り
を
行
う
。

食
事
は
自
宅
療
養
者
の
意
向
を
確
認
し
、
希

望
が
あ
れ
ば
県
が
配
達
業
者
を
手
配
し
て

い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
市
の
窓
口
で

の
相
談
内
容
は
。

　

家
族
に
陽
性
者
が
発
生
し
た
際
の
対

応
や
検
査
の
実
施
場
所
に
つ
い
て
な
ど
で

あ
る
。

　

避
難
所
で
の
体
調
不
良
者
の
対
応
は
。

　

避
難
所
の
運
営
は
、
県
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
参
考
に
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
編
を

定
め
て
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
体
調
不
良

者
の
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
は
、
医
療
機

関
や
保
健
所
と
連
絡
を
取
り
指
示
を
仰
ぐ

こ
と
に
な
る
。

　

妊
婦
と
同
居
す
る
方
へ
の
優
先
的
な

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
。

　

ま
ず
、
希
望
す
る
妊
婦
の
接
種
を
進

め
て
い
く
。
今
後
、
医
師
会
の
意
見
や
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
状
況
等
を
踏
ま
え
検
討
し

て
い
く
。

　

学
校
休
校
等
の
判
断
基
準
は
。

　

判
断
は
一
律
一
斉
で
は
な
く
、
教
育

委
員
会
と
学
校
で
内
容
を
協
議
し
、
校
長

が
行
う
。
基
準
に
基
づ
き
児
童
生
徒
の
行

動
と
期
間
等
を
見
極
め
た
中
で
、
指
定
の

範
囲
を
確
実
に
決
め
て
い
く
。

¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
主
な
内
容
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦
¦

【
市
か
ら
の
報
告
】

●
市
立
総
合
病
院
の
現
状

●
緊
急
事
態
宣
言
に
係
る
市
の
対
応
方
針

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

●
学
校
運
営

【
協
議
事
項
】

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
質

問
、
意
見
、
要
望
等
に
つ
い
て

29.9％29.9％
市税

諸収入

4.9％
繰入金

3.1%

寄附金
4.0%

その他
2.2%

地方交付税
6.6%

国庫支出金国庫支出金

9.2%9.2%

地方消費税交付金 4.2%
県支出金 4.4%

その他 1.6%

29.9%29.9%

市債

民生費民生費
23.7%23.7%

総務費総務費
32.2%32.2%

土木費土木費
9.9%9.9%

教育費教育費
12.3%12.3%

公債費公債費
6.2%6.2%
衛生費衛生費

6.3%6.3%

消防費2.6%

議会費0.3%
農林水産業費2.0%

商工費 3.0%

労働費 1.5%

44.1%44.1%55.9%55.9%
自主財源自主財源依存財源依存財源

令和 3 年
 9月

会期　９月９日〜10月13日（35日間）定例会

令和２年度各会計決算を審議
　９月定例会では、一般会計をはじめとした２年度各会計決算 12 件、一般
議案 12 件、人事議案１件のほか、議員発議の意見書１件を審議しました。
　なお、すべての議案の審議結果は最終ページに掲載しています。

9 月定例会の模様は、インター
ネットで録画配信しています。

賛成多数で賛成多数で

認定認定

２
年
度
一
般
会
計
決
算

認
第１号

●財政力指数 0.851（0.852）
　標準的な行政活動に必要な財源
をどれだけ自力で用意できるかを表
します。1.0を超えると財政基盤が
しっかりしていると判断され、地方
交付税が交付されません。

●実質収支比率 2.7%（2.3%）
　自治体の財政運営の健全性を表
します。実質収支が黒字ならば正
数、赤字ならば負数で表されます。

●経常収支比率 90.1%（86.6%）
　市税など毎年ほぼ変わらず収入
される財源のうち、人件費、扶助費
など毎年支出する経費にどれだけ
充てているかを表します。

主な財政指標 （　）内は前年度の数値

　
歳
入
決
算
額
は
、
特
別
定
額
給
付

金
給
付
事
業
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の

増
額
な
ど
に
よ
り
、
元
年
度
と
比
べ

約
２
４
５
億
４
千
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
財
源
内
訳
は
、
自
主
財
源

が
44
・
１
％
、
依
存
財
源
が
55
・
９
％

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
元
年
度
と
比
べ

約
２
４
４
億
２
千
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
要
因
は
特
別
定
額
給

付
金
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
優

先
施
策
に
基
づ
き
、
な
が
ふ
じ
学
府

一
体
校
の
建
設
推
進・完
成
、（
仮
称
）

磐
田
市
文
化
会
館
の
建
設
工
事
の
推

進
、
今
之
浦
市
有
地
・
今
之
浦
公
園

の
一
体
的
な
公
園
整
備
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
額
は
、歳
入
が
９
１
２
億
８
７
６
１
万
７
千
円
、歳
出
が
９
０
０
億
３
８
７
１
万

６
千
円
と
な
り
、差
引
額
12
億
４
８
９
０
万
１
千
円
、３
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
控
除
し
た
実
質
収

支
額
は
、10
億
６
１
１
３
万
２
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

（
賛
成
：
志
、
せ
、
新
、
創
、
公
、
力　
反
対
：
共
）

900億3,871万６千円 912億8,761万円７千円

【
決
算
額
内
訳
】

　市議会では、８月 20 日に静岡県下へ緊急事態宣言が発令されたことから、新型コロナウイルス感
染症に対応するため、8月 25日に磐田市議会災害等対策会議を開催しました。
　会議では、新型コロナウイルス感染症やワクチン接種の現状について市から説明を受けた後、質疑
を行いました。

～新型コロナウイルス感染症対応について、市へ質疑～
磐田市議会災害等対策会議

磐田市コロナワクチン接種センター
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迅
速
な
対
応
で
市
民
生
活
の
安
心
を

　

御
厨
駅
・
新
磐
田
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
・

な
が
ふ
じ
学
府
一
体
校
な
ど
、
大
型
事

業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
各
種
財

政
指
標
は
継
続
的
・
安
定
的
な
指
標
を

保
っ
て
お
り
、
健
全
経
営
が
行
わ
れ
て

い
る
と
理
解
で
き
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
で
は
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
な
ど
、
多
く
の
事
業
を
積
極
的
に
実

施
し
た
こ
と
は
、
市
民
生
活
の
安
定
に

貢
献
で
き
た
も
の
と
評
価
す
る
。

　
保
育
事
業
の
民
営
化
は
、
共
働
き
世

帯
の
増
加
や
、
就
労
形
態
の
多
様
化
に

対
し
、
預
か
り
時
間
の
延
長
な
ど
、
利

用
者
の
職
場
の
選
択
肢
が
増
え
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
期
待
す
る
。

　
今
之
浦
市
有
地
等
公
園
整
備
は
、
今

後
、
市
民
文
化
会
館
跡
地
と
の
一
体
的

な
利
活
用
を
考
慮
し
た
整
備
に
よ
り
、

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
拠
点
の
実
現
が
望

ま
れ
る
。

　
向
陽
学
府
は
、
な
が
ふ
じ
学
府
を
十

分
に
検
証
・
精
査
し
、
地
元
の
理
解
と

協
力
を
得
た
上
で
実
施
す
る
こ
と
を
切

望
す
る
。

せ
い
わ
会 

戸
塚
邦
彦 

議
員

安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
推
進
を

　
な
が
ふ
じ
学
府
小
中
一
体
校
の
開
校

と
整
備
事
業
の
推
進
、
向
陽
学
府
新
た

な
学
校
づ
く
り
検
討
会
の
協
議
に
よ
る

基
本
構
想
策
定
の
推
進
、
東
部
地
区
へ

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
っ
ち
」

の
整
備
、
悩
み
や
心
配
を
持
つ
方
の
相

談
拠
点
、磐
田
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
「
ほ
っ

と
」
の
運
用
開
始
に
よ
り
、
相
談
支
援

体
制
が
充
実
し
た
と
考
え
る
。

　
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
磐
田
市
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
を
策
定
し
、
海
岸
堤
防
整
備
事
業
に

お
い
て
、
海
岸
保
全
工
区
の
整
備
工
法

に
つ
い
て
、
県
と
の
協
議
に
よ
り
Ｃ
Ｓ

Ｇ
工
法
に
決
定
し
、
こ
れ
に
よ
り
海
岸

防
災
林
工
区
と
と
も
に
、
早
期
整
備
に

向
け
て
前
進
し
た
。

　

２
年
度
は
民
間
バ
ス
路
線
が
退
出
す

る
中
、
東
部
地
域
で
は
、
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
増
便
に
よ
り
、
前

年
度
に
比
べ
利
用
者
数
が
千
人
近
く
増

加
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
交
通
手
段

確
保
の
た
め
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
以
外
の
交
通
手
段
の
検
討
も
明
確

に
し
、
強
い
課
題
認
識
が
う
か
が
え
る
。

志
政
会 
永
田
隆
幸 

議
員

小
中
一
体
校
の
見
直
し
を

　
向
陽
学
府
一
体
校
が
進
め
ば
、
広
域

的
に
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
衰

退
す
る
。
き
め
細
か
く
行
き
届
く
小
規

模
校
の
活
用
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
一

体
校
よ
り
も
現
在
の
分
離
型
の
方
が
好

ま
し
い
教
育
効
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
す

る
状
況
が
拡
大
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

予
算
が
増
大
す
る
。

　
高
齢
化
に
よ
り
免
許
返
納
が
進
む
中

で
、
市
内
の
路
線
バ
ス
が
次
々
と
退
出
・

減
便
さ
れ
、
利
用
者
は
大
変
困
っ
て
い

る
。
御
厨
駅
へ
の
バ
ス
路
線
の
創
設
、

通
勤
通
学
と
し
て
利
用
し
て
い
る
路
線

バ
ス
城
之
崎
線
（
東
新
町
系
統
）
の
存

続
を
求
め
る
署
名
が
提
出
さ
れ
た
が
、

市
の
自
主
運
行
バ
ス
な
ど
の
対
策
が
と

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
豊
田
南
第
３
保
育
園
や
岩
田
こ
ど
も

園
な
ど
の
民
営
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
さ
ら
な
る
民
営
化
・
民
間
委
託
化

の
推
進
は
、
公
立
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠

い
た
も
の
で
あ
り
、
自
治
体
に
よ
る
住

民
の
福
祉
の
増
進
機
関
と
し
て
の
役
割

が
さ
ら
に
後
退
す
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

根
津
康
広 

議
員

2年度 各会計決算

会　計　名 歳　入 歳　出
一　般　会　計 912 億 8,761 万 7 千円 900 億 3,871 万 6 千円

会　計　名 歳　入 歳　出
国 民 健 康 保 険 事 業 会 計 166 億　282 万 6 千円 163 億 4,992 万 0 千円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 会 計 20 億　915 万 0 千円 20 億　413 万 4 千円
介 護 保 険 事 業 会 計 133 億 3,644 万 2 千円  129 億 7,039 万 2 千円
そ の 他 の 特 別 会 計 ※ 8,335 万 7 千円 8,082 万 0 千円

※その他の特別会計には、駐車場事業、４財産区の各特別会計の合計額を記載しています。

（税込み）

会　計　名 収　入 支　出

水道事業会計
収益的収支 30 億 8,863 万 6 千円 25 億 7,254 万 6 千円
資本的収支 6 億 4,834 万 9 千円 18 億 8,804 万 8 千円

下水道事業会計
収益的収支 68 億 7,381 万 3 千円 60 億 3,443 万 8 千円
資本的収支 18 億 6,791 万 6 千円 40 億 5,264 万 1 千円

病院事業会計
収益的収支 178 億 6,006 万 9 千円 180 億 3,534 万 8 千円
資本的収支 23 億 5,686 万 1 千円 31 億 1,967 万 2 千円

収益的収支 ･･･ 収益的収入は、水道事業の水道料収入、下水道事業の下水道使用料収入、病院事業の入院・外来の診療収入などをいいます。
　　　　　　　収益的支出は、職員給与や材料費、光熱水費などをいいます。
資本的収支 ･･･ 主に施設を整備・拡充するために必要な経費と財源をいいます。

賛成多数で賛成多数で

認定認定

２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
決
算

認
第４号

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
決
算
額
は
、歳
入
が
20
億
９
１
５
万
円
、歳
出
が

20
億
４
１
３
万
４
千
円
と
な
り
、差
引
額
５
０
１
万
６
千
円
を
３
年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

（
賛
成
：
志
、せ
、新
、創
、公
、力　
反
対
：
共
）

医
療
の
質
の
維
持
・
向
上
を

　

確
実
に
進
む
高
齢
化
の
状
況
を
鑑

み
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社

会
を
維
持
す
る
た
め
、
高
齢
者
と
若
者

の
間
で
の
世
代
間
の
公
平
や
、
前
期
高

齢
者
と
後
期
高
齢
者
と
の
間
で
の
公
平

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
負
担
能
力
に
応
じ

て
保
険
料
等
を
負
担
し
て
い
く
必
要
性

が
生
じ
て
き
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
段
階
的
に
行
わ
れ
て
き
た

保
険
料
軽
減
特
例
の
見
直
し
や
、
そ
れ

に
伴
う
保
険
料
の
増
額
、
繰
入
金
の
増

額
な
ど
は
、
安
定
的
な
本
制
度
の
維
持
、

継
続
の
た
め
で
あ
り
、
今
後
確
実
に
増

え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
後
期
高

齢
被
保
険
者
に
対
す
る
医
療
の
質
の
維

持
・
向
上
に
必
要
で
あ
る
。

せ
い
わ
会 

小
栗
宏
之 

議
員

抜
本
的
な
制
度
改
正
を
国
に
求
め
る

　

２
年
度
の
保
険
料
は
、
保
険
料
率
の

改
正
と
軽
減
特
例
の
見
直
し
に
よ
り
、

１
人
当
た
り
約
３
６
０
０
円
の
増
額
と

な
っ
た
。

　
保
険
料
の
値
上
げ
に
よ
り
、
低
所
得

者
は
負
担
増
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、

医
療
を
受
け
る
こ
と
を
ち
ゅ
う
ち
ょ

し
、
病
気
が
重
症
化
す
る
懸
念
も
あ
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
に
す
る
に
は
、
国
に

よ
る
財
源
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
広

域
連
合
へ
も
働
き
か
け
、
適
切
な
運
営

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
求
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
住
民
に
応
じ
た
保
険
制
度
に
な

る
よ
う
、
抜
本
的
な
制
度
改
正
を
国
に

求
め
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員
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賛成多数で賛成多数で

可決可決

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

議案
第79号

全会一致で全会一致で

可決可決

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

議案
第88号

　
こ
の
補
正
予
算
は
、歳
入
歳
出
予
算
の
追
加
、債
務
負
担
行
為
の
追
加
及
び
地
方
債
の

変
更
で
あ
り
、歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に
６
億
８
９
６
１
万
４
千
円
を
追
加
し
、総
額
を

６
９
４
億
４
３
１
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。　　

（
賛
成
：
志
、せ
、新
、創（
１
）、公　
反
対
：
創（
２
）、共
、力
）

（   

）内
の
数
字
は
人
数

　
こ
の
補
正
予
算
は
、歳
入
歳
出
予
算
の
追
加
で
あ
り
、補
正
予
算
第
６
号
の
補
正
後
の
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
０
１
５
万
円
を
追
加
し
、総
額
を
６
９
５
億
７
３
３
０
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

¦
¦
¦
¦
補
正
予
算
の
主
な
内
容
¦
¦
¦
¦

¦
¦
¦
¦
補
正
予
算
の
主
な
内
容
¦
¦
¦
¦

●
海
岸
堤
防
整
備
の
さ
ら
な
る
事
業
進
捗
に

要
す
る
経
費
の
増
額

●
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
、

消
防
資
機
材
の
購
入
や
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
製
に
要
す
る
経
費
の
増
額

●
向
陽
学
府
に
お
け
る
一
体
校
整
備
に
伴
う
、

債
務
負
担
行
為
の
設
定
を
含
め
た
経
費
の
増

額●
国
庫
補
助
金
の
交
付
決
定
に
伴
う
、
幹
線

道
路
整
備
に
要
す
る
経
費
の
増
額

●
公
共
施
設
に
お
け
る
感
染
予
防
対
策
用
品

購
入
や
手
洗
い
の
自
動
水
栓
化
な
ど
の
改
修

に
要
す
る
経
費
の
増
額

●
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
、
保
育
園
な
ど
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の

増
額

●
小
中
学
校
に
お
け
る
特
別
教
室
の
空
調
設

置
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に

要
す
る
経
費
の
増
額

●
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
に
自
主
的
に
休
業

を
行
っ
た
飲
食
店
に
対
す
る
市
独
自
の
協
力

金
の
支
給
に
要
す
る
経
費
の
増
額

●
新
た
な
事
業
展
開
や
生
産
性
向
上
等
の
た

め
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
事

業
者
に
対
す
る
導
入
費
用
の
補
助
に
要
す
る

経
費
の
増
額

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
を
活
用
し
た
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
の
第
２
弾
を
実
施
す
る
た
め
の

経
費
に
要
す
る
増
額

　

消
防
資
機
材
を
早
急
に
整
備
す
る
経

緯
と
整
備
内
容
を
伺
う
。

　

熱
海
市
土
石
流
災
害
の
災
害
派
遣
報

告
及
び
各
所
属
か
ら
提
出
さ
れ
た
課
題
等

を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
資
機
材
等
の

整
備
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
隊
員
の
健
康

管
理
面
か
ら
エ
ア
ー
テ
ン
ト
用
エ
ア
コ
ン
、

エ
ア
コ
ン
用
発
電
機
等
、
２
次
災
害
を
防

止
す
る
た
め
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
夜
間
活

動
用
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ル
ー
ン
投
光
器
を
整
備

す
る
。

　

向
陽
学
府
新
た
な
学
校
づ
く
り
整
備

事
業
の
既
存
校
舎
の
耐
力
度
調
査
に
係
る

経
費
の
増
額
理
由
を
伺
う
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
４
校
の
校
舎
の

耐
力
度
調
査
結
果
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
、

基
本
・
実
施
設
計
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

併
せ
て
、
補
助
金
を
受
け
る
た
め
で
あ
る
。

　
協
力
金
の
支
給
対
象
の
業
種
を
飲
食

店
に
限
定
し
た
理
由
は
。

　

県
の
休
業
要
請
に
係
る
協
力
金
の
支

給
対
象
が
、
酒
類
又
は
カ
ラ
オ
ケ
設
備
を

提
供
す
る
飲
食
店
等
と
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
以
外
の
自
主
的
に
休
業
に
協
力
し
た

飲
食
店
が
対
象
外
と
な
り
支
給
を
受
け
ら

れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
補
助
金
の
算
出
根

拠
は
。

　

50
万
円
位
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
購
入
20

件
の
申
請
を
想
定
し
上
限
１
０
０
万
円
、

補
助
率
２
分
の
１
に
設
定
し
て
い
る
。ハ
ー

ド
の
部
分
は
対
象
と
し
な
い
考
え
で
あ
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
活
用
促
進
事
業
の

前
回
の
検
証
と
景
気
対
策
と
し
て
の
考
え

は
。

　

７
月
に
実
施
し
た
ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
に
係
る
ポ
イ
ン
ト
付
与
費
用
は
約

５
５
０
０
万
円
で
、
こ
れ
を
逆
算
す
る
と
、

約
２
億
７
千
万
円
以
上
が
市
内
の
中
小
業
者

７
０
０
店
舗
で
使
用
さ
れ
た
。
今
回
は
よ
り

景
気
対
策
と
し
て
の
効
果
を
上
げ
ら
れ
る

12
月
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
が
中
心
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り
を

　

向
陽
学
府
新
た
な
学
校
づ
く
り
整
備

事
業
の
既
存
校
舎
の
耐
力
度
調
査
は
、

判
定
結
果
が
国
の
補
助
を
受
け
る
条
件

で
あ
る
。
ま
た
、
債
務
負
担
行
為
の
補

正
も
、
基
本
・
実
施
設
計
委
託
を
進
め

る
に
当
た
り
必
要
な
経
費
で
あ
る
。
向

陽
学
府
で
は
、
７
年
間
に
わ
た
り
地
域
・

保
護
者
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、
地
域

づ
く
り
協
議
会
か
ら
要
望
書
が
提
出
さ

れ
る
な
ど
、
地
域
が
中
心
と
な
っ
て
進

め
て
い
く
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

志
政
会 
小
柳
貴
臣 

議
員

市
民
の
安
全
・
安
心
の
担
保
を

　

本
議
案
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
整
備
事
業
は
、
子
ど
も
・

児
童
生
徒
・
市
民
の
感
染
症
予
防
対
策

に
必
要
で
あ
り
、
ま
た
海
岸
堤
防
整
備

事
業
等
は
、
激
甚
化
す
る
災
害
に
対
応

す
る
事
業
で
、
地
域
要
望
も
高
く
、
安

心
安
全
の
た
め
に
整
備
が
急
が
れ
る
。

　

向
陽
学
府
は
、
地
域
で
検
討
会
等
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
基
本
構
想
・
基
本

設
計
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、
地
域
の
声

は
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

せ
い
わ
会 

小
栗
宏
之 

議
員

小
中
一
体
構
想
の
検
証
を

　
向
陽
学
府
新
た
な
学
校
づ
く
り
整
備

基
本
・
実
施
設
計
委
託
の
債
務
負
担
行

為
に
対
し
反
対
で
あ
る
。
小
中
一
体
校

構
想
に
は
、
地
域
住
民
、
市
民
全
体
の

コ※

ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

懸
念
さ
れ
る
い
じ
め
や
不
登
校
の
問
題

も
含
め
、
ま
ず
は
、
な
が
ふ
じ
学
府
の
検

証
を
す
べ
き
で
あ
り
、
市
が
拙
速
に
進

め
る
理
由
に
大
い
な
る
疑
問
を
感
じ
る
。

ま
た
、
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
も
大

き
く
地
域
に
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。

磐
田
の
底
力 

柏
木　
健 

議
員

住
民
の
合
意
の
な
い
一
体
校
建
設

　

向
陽
学
府
一
体
校
建
設
工
事
の
基

本
・
実
施
設
計
業
務
委
託
を
３
年
度

か
ら
５
年
度
ま
で
の
期
間
、
限
度
額

２
億
５
０
０
０
万
円
で
債
務
負
担
す
る

こ
と
に
反
対
で
あ
る
。
な
が
ふ
じ
学
府

一
体
校
の
検
証
が
な
い
ま
ま
次
の
向
陽

学
府
一
体
校
建
設
を
実
施
し
て
い
る
。

住
民
の
合
意
が
な
い
ま
ま
推
進
す
る
こ

と
、
６・３
制
と
い
う
学
校
区
分
で
の
教

育
に
何
ら
説
得
的
な
教
育
学
的
検
証
も

な
く
進
め
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団 

高
梨
俊
弘 

議
員

全会一致で全会一致で

可決可決

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」を
国
に
提
出

発議
第2号

　
市
議
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
が
充
実
す
る

よ
う
国
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
意
見
書
提
出
先
） 

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
大
臣
、
衆
・
参
議
院
議
長

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
が

及
び
、
地
方
財
政
は
来
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
巨
額
の
財
源
不
足
が
避
け
ら

れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
防
災
・
減
災
、
雇

用
の
確
保
、
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
喫
緊
の
課
題
に
迫
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
医
療
介

護
、
子
育
て
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
保
障
関
係
経
費
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
費
な

ど
将
来
に
向
け
増
嵩
す
る
財
政
需
要
に
見
合
う
財
源
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
、
地
方
税
制
の
充
実
確
保
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、
下
記
事
項
を
確

実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。記

１　
令
和
４
年
度
以
降
３
年
間
の
地
方
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
」
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水

準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
急
速
な

高
齢
化
に
伴
い
社
会
保
障
関
係
経
費
が
毎
年
度
増
大
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
他

の
地
方
歳
出
に
不
合
理
な
し
わ
寄
せ
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
十
分
な
総
額
を
確
保
す

る
こ
と
。

２　
固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
を
揺

る
が
す
見
直
し
は
家
屋
・
償
却
資
産
を
含
め
、
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
生
産
性

革
命
の
実
現
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
た
措
置

は
、本
来
国
庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り
国
の
責
任
に
お
い
て
対
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
現
行
の
特
例
措
置
は
今
回
限
り
と
し
、
期
限
の
到
来
を
も
っ
て
確
実
に
終

了
す
る
こ
と
。

３　
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
講
じ
た
、

課
税
標
準
額
を
令
和
２
年
度
と
同
額
と
す
る
負
担
調
整
措
置
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
度
限
り
と
す
る
こ
と
。

４　
令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に
つ
い
て
、
更
な
る
延
長
は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

５　
炭
素
に
係
る
税
を
創
設
又
は
拡
充
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
一
部
を
地
方
税
又
は
地

方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に
税
源
配
分
す
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

※コンセンサス ･･･ 意見の一致。合意。
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■委 員 長：岡　　實　　■委員：議長を除く全議員
■副委員長：高梨俊弘予 算 決 算 委 員 会

委 員 会 審 査 議会では、委員会を設置し議案を詳細に審査しています。
その内容の一部をお知らせします。

２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

【
歳
入
１
款　

市
税
】

　

市
民
税
の
収
納
率
の
推
移

は
。

　

収
納
率
は
順
調
に
伸
び
て
き

た
が
、
29
年
度
以
降
は
お
お
む
ね

98
・
９
％
で
あ
る
。
２
年
度
の
順

位
は
、県
内
23
市
の
う
ち
13
番
目
、

収
納
率
99
％
の
市
が
８
市
あ
る
こ

と
か
ら
、
向
上
の
余
地
が
あ
る
と

考
え
る
。

【
歳
入
11
款　

地
方
交
付
税
】

　

合
併
算
定
替
え
の
縮
減
に
よ

る
影
響
額
は
。

　

お
よ
そ
３
億
８
千
万
円
で
あ

り
、
縮
減
率
は
０・
１
％
で
あ
る
。

合
併
算
定
替
え
以
外
の
影
響
は
、

幼
稚
園
保
育
園
の
無
償
化
に
伴
う

基
準
財
政
需
要
額
の
増
で
あ
る
。

【
歳
入
14
款  

使
用
料
及
び
手
数
料
】

　

磐
田
駅
北
口
多
目
的
広
場
の

利
用
率
や
料
金
は
。

　

元
年
度
が
81
件
、
２
年
度
は

１
０
７
件
と
増
え
て
い
る
。
そ
れ

に
伴
い
使
用
料
も
増
収
と
な
っ
て

い
る
。
使
用
料
に
変
更
は
な
く
、

料
金
設
定
は
時
間
貸
し
で
３
６
０

円
、
移
動
販
売
車
１
台
に
つ
き

５
０
０
円
で
あ
る
。
安
い
単
価
と

使
い
や
す
さ
に
よ
り
、
利
用
者
が

増
え
た
と
認
識
し
て
い
る
。

【
歳
出
２
款　

総
務
費
】

　

市
民
文
化
会
館
跡
地
の
利

活
用
検
討
状
況
は
。

　

２
年
度
の
段
階
で
は
、
解

体
を
前
提
と
し
て
懇
話
会
を
行
っ

た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ

た
の
で
、今
後
、内
部
で
検
討
し
、

構
想
作
成
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
２
年
度
末
で
は
、
跡
地
の
今

後
の
予
定
を
示
せ
る
段
階
で
は
な

く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
報
告
書
に

記
載
し
て
い
な
い
。

【
歳
出
３
款　

民
生
費
】

　

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は

あ
と
」
の
対
応
状
況
は
。

　
「
は
あ
と
」
へ
の
相
談
に
時

間
を
要
し
、
ピ
ー
ク
時
は
３
カ
月

か
ら
４
カ
月
か
か
る
。
医
療
に
つ

な
が
る
場
合
は
、
さ
ら
に
数
カ
月

待
つ
場
合
も
あ
る
。
こ
の
状
況
を

解
消
す
る
た
め
、
現
在
、
委
託
内

容
の
根
本
的
な
見
直
し
な
ど
、
４

年
度
に
向
け
て
発
達
支
援
全
体
の

事
業
を
庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

作
っ
て
検
討
し
て
い
る
。

　

民
間
認
可
保
育
園
等
運
営
費

補
助
事
業
の
病
児
保
育
の
内
容
と

利
用
者
数
は
。

　

病
気
の
回
復
期
に
至
ら
な
い

園
児
を
保
育
す
る
事
業
で
あ
り
、

２
年
度
か
ら
病
児
・
病
後
児
保
育

室
「
み
か
ん
」
に
お
い
て
、
新
た

な
事
業
を
開
始
し
た
。
２
年
度
の

利
用
者
は
、
延
べ
８
８
５
名
で

あ
っ
た
。

【
歳
出
４
款　

衛
生
費
】

　

乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
の

拡
大
に
よ
る
成
果
は
。

　

20
歳
か
ら
38
歳
の
若
い
方

に
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
た
こ
と

で
、
婦
人
科
系
の
検
診
で
あ
る
子

宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
、
ほ

か
の
が
ん
検
診
の
項
目
よ
り
下
げ

幅
が
低
か
っ
た
た
め
、
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
。

【
歳
出
５
款　

労
働
費
】

　

中
小
企
業
等
の
人
材
確
保
を

緊
急
的
に
支
援
す
る
「
い
わ
た
雇

用
奨
励
金
」
の
実
績
と
効
果
は
。

　

製
造
業
が
25
件
で
約
52
％
、

医
療
福
祉
が
６
件
、
卸
小
売
が
５

件
、
建
設
業
が
４
件
で
あ
る
。
無

職
か
ら
新
規
雇
用
の
方
が
11
名
、

非
正
規
か
ら
正
規
が
７
名
で
あ

る
。
企
業
か
ら
は
、
不
足
し
て
い

た
技
術
者
や
経
験
者
を
採
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
、
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
積
極
的
に
採
用
活
動
に
取

り
組
め
た
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

【
歳
出
６
款　

農
林
水
産
業
費
】

　
「
認
定
農
業
者
等
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
」の
成
果
や
課
題
は
。

　

販
路
開
拓
や
新
技
術
の
導
入

を
目
的
と
し
た
補
助
事
業
で
、
２

年
度
は
８
件
の
う
ち
新
品
種
導
入

が
２
件
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
新
規
販
路
開
拓
に
取
り
組

も
う
と
し
て
も
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を

す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
場

が
減
少
し
て
お
り
、
農
業
者
へ
の

情
報
提
供
が
で
き
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
今
後
の
開
催
状
況
に
よ

り
、
そ
の
点
を
改
善
し
た
い
。

【
歳
出
７
款　

商
工
費
】

　

経
済
変
動
対
策
貸
付
資
金
利

子
補
給
金
の
評
価
は
。

　

想
定
以
上
に
申
込
み
が

あ
り
、
利
子
補
給
金
額
は
約

１
億
2
５
０
０
万
円
で
、
多
く
の

企
業
の
資
金
繰
り
の
課
題
に
対
し

て
支
援
が
で
き
た
。
ま
た
、
今
後

の
返
済
に
あ
た
り
、
金
融
機
関
と

一
緒
に
抜
本
的
な
経
営
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
課
題
で

も
あ
り
、
方
向
性
で
も
あ
る
。

【
歳
出
８
款　

土
木
費
】

　
「
新
磐
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」設
置
の
総
括
は
。

　

軟
弱
地
盤
が
出
て
、
９
カ
月

ほ
ど
工
期
が
伸
び
た
が
、
３
年
７

月
に
無
事
開
通
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
第
一
の
成
果
で
あ
る
。

今
後
は
、
周
辺
の
開
発
も
含
め
て

工
業
団
地
誘
致
を
進
め
、
新
た
な

雇
用
の
創
出
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

　
「
Ｊ
Ｒ
御
厨
駅
」
の
成
果
と

課
題
は
。

　

地
域
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
新

駅
が
完
成
し
た
こ
と
が
最
大
の
成

果
で
あ
る
。
ま
た
、
土
地
も
順
調

に
販
売
が
で
き
て
い
る
た
め
、
人

口
維
持
に
は
多
少
な
り
と
も
貢
献

し
て
い
る
。
課
題
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
利
用
者
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ

と
で
あ
る
。

【
歳
出
10
款　

教
育
費
】

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
状
況
と
影
響
額

は
。

　

家
庭
で
の
保
育
を
優
先
す

る
家
庭
が
増
え
た
た
め
、
利
用
を

自
粛
し
た
家
庭
に
対
し
て
４
月
か

ら
12
月
ま
で
の
減
免
期
間
で
、
約

１
３
３
０
万
円
減
免
対
応
を
し

た
。

　

遠
江
国
分
寺
跡
整
備
事
業

に
お
け
る
公
有
地
化
の
状
況
は
。

　

３
年
３
月
末
日
現
在
で
、

公
有
地
率
96
・
09
％
と
な
っ
て
い

る
。

２
年
度
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　
　

リ
ベ
ー
ラ
磐
田
市
営
駐
車
場

の
利
用
状
況
は
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
２
年
度
は

３
万
１
７
２
７
台
、
前
年
度
に
比

べ
１
万
２
３
８
０
台
の
減
で
、
収

入
は
１
７
１
２
万
円
で
あ
る
。

２
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
　

保
険
者
努
力
支
援
分
の
評
価

指
標
の
状
況
は
。

　

特
定
健
診
受
診
率
、
特
定

保
健
指
導
の
実
施
率
、
メ
タ
ボ
該

当
及
び
予
備
軍
の
減
少
率
で
、
県

や
全
国
平
均
よ
り
高
い
点
数
で
あ

る
。
糖
尿
病
等
の
重
症
化
防
止
の

取
組
の
実
施
状
況
、
後
発
医
薬
品

の
促
進
の
取
組
、
収
納
率
向
上
に

関
す
る
取
組
の
実
施
状
況
で
も
高

い
点
数
で
、
９
９
５
点
中
７
８
７

点
は
、
県
内
で
２
番
目
で
あ
る
。

他
市
町
と
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
指

標
は
、
２
年
度
に
「
法
定
外
繰
り

入
れ
が
な
い
こ
と
」
の
項
目
が
新

た
に
追
加
さ
れ
、
県
内
で
は
、
本

市
を
含
め
２
市
町
の
み
が
、
こ
の

項
目
は
０
点
、
他
市
町
は
35
点
と

な
っ
て
い
る
。

　

２
年
度
の
特
定
健
診
開
催
日

数
は
。

　

予
定
し
て
い
た
１
１
１
回
の

う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
22
回
中
止
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
い
て
か
ら
５
回
追
加
し
、

合
計
94
回
実
施
し
た
。

２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

保
険
料
の
改
定
状
況
と
１
人

当
た
り
の
引
き
上
げ
額
、
料
率
改

定
以
外
の
引
き
上
げ
要
因
は
。

　

所
得
割
率
が
７
・
85
％

磐田駅北口多目的広場ＪＲ御厨駅

リベーラ磐田市営駐車場

新磐田スマートインターチェンジ
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支
援
方
法
を
検
討
し
た
い
。

　

孤
食
や
食
事
抜
き
を
改
善
す

る
、
晩
御
飯
を
提
供
す
る
支
援
は
。

　

孤
食
等
状
況
改
善
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
の
食
事
の
提
供
な
ど
の
支
援
は

難
し
い
。
感
染
防
止
対
策
を
定
め
、

食
事
の
提
供
を
し
て
も
よ
い
方
が

い
れ
ば
、
相
談
に
来
て
ほ
し
い
。

　

子
ど
も
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
、
市
内
の
宿
泊
施
設
な
ど
に
受

け
入
れ
る
市
独
自
の
支
援
策
は
。

　

子
ど
も
へ
の
感
染
は
防
ぎ
た

い
が
、
保
護
者
と
子
ど
も
を
離
し
、

預
か
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

保
健
所
と
連
携
し
て
支
援
し
な
が

ら
、
受
け
入
れ
は
先
進
地
を
研
究

し
て
い
く
。

　

消
毒
の
委
託
費
や
備
品
費
用

等
を
補
助
す
る
市
独
自
の
支
援
は
。

　

市
販
の
漂
白
剤
を
使
っ
た
消

毒
液
の
作
り
方
を
掲
載
し
感
染
予

防
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
家
庭
内

の
感
染
防
止
等
は
保
健
所
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
進
め
、
市
民
が
安

心
で
き
る
環
境
を
総
合
的
に
判
断

し
、
整
え
て
い
き
た
い
。

　

商
品
券
事
業
の
経
験
を
生
か

し
た
子
育
て
生
活
応
援
商
品
券
の

支
給
は
。

　
満
遍
な
く
一
様
な
商
品
券
な

ど
の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
が
、

困
窮
世
帯
に
は
手
を
差
し
伸
べ
て

い
き
た
い
。
引
き
続
き
、
応
援
で

き
る
形
を
研
究
、
検
討
し
て
い
く
。

　

不
安
の
中
で
出
産
・
誕
生
し

た
母
子
へ
の
お
祝
い
応
援
商
品
券

の
支
給
は
。

　

大
変
意
義
深
い
こ
と
と
認
識

し
て
お
り
、
お
祝
い
支
給
は
少
子

化
対
策
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

研
究
し
た
い
。

　
　　

期
間
限
定
で
も
い
い
の
で
学

校
給
食
費
を
無
償
化
す
る
支
援
は
。

　

食
材
料
費
の
上
昇
な
ど
の
課

題
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
検
討
し

て
い
な
い
。
期
間
限
定
で
の
無
償

化
は
子
育
て
世
代
を
元
気
づ
け
有

効
と
考
え
る
が
、
経
済
的
な
支
援

が
必
要
な
家
庭
に
は
、
総
合
的
に

予 算 決 算 委 員 会

委 員 会 審 査

か
ら
８
・
07
％
に
０
・
22
ポ
イ

ン
ト
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
影

響
額
が
、
被
保
険
者
１
人
当
た

り
約
１
３
０
０
円
で
あ
る
。
均

等
割
が
４
万
４
０
０
円
か
ら

４
万
２
１
０
０
円
に
１
７
０
０

円
引
き
上
げ
と
な
っ
た
が
、
低

所
得
者
に
対
す
る
軽
減
が
か
か

る
被
保
険
者
を
考
慮
す
る
と
、

約
１
１
０
０
円
の
引
き
上
げ
と

な
り
、
料
金
改
定
に
よ
る
１
人

当
た
り
の
引
き
上
げ
額
は
、
約

２
４
０
０
円
に
な
る
。
料
金
改
定

以
外
で
は
、
軽
減
特
例
の
見
直
し

が
あ
り
、
８・
５
割
軽
減
の
方
が

７
・
75
割
軽
減
に
、
８
割
軽
減
の

方
が
７
割
軽
減
に
な
り
、
そ
の
影

響
が
１
人
当
た
り
約
１
２
０
０
円

と
な
り
、
合
計
で
１
人
当
た
り
約

３
６
０
０
円
の
増
額
に
な
る
。

２
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
の
コ

ロ
ナ
禍
で
の
実
施
状
況
は
。

　

活
動
自
体
を
や
め
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
や
、
感
染
状
況
に

応
じ
て
一
時
休
止
を
し
た
と
こ

ろ
、
注
意
を
し
な
が
ら
継
続
し
て

実
施
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
２
年

度
に
、
し
ゃ
き
し
ゃ
き
百
歳
体
操

と
い
う
も
の
を
作
り
、
百
歳
体
操

実
施
団
体
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
付
し
た

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し

た
り
し
て
、
活
動
を
支
援
し
た
。

２
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

　

純
利
益
が
前
年
度
に
比
べ

約
８
千
万
円
増
加
し
て
い
る
要
因

は
。

　

主
な
要
因
は
、
給
水
収
益

が
１・
８
％
増
加
し
た
こ
と
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
自
宅
で
過
ご

す
時
間
が
長
く
な
り
、
一
般
家
庭

の
給
水
収
益
が
増
え
た
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
。

２
年
度
下
水
道
事
業
会
計
決
算　

　

大
島
排
水
ポ
ン
プ
場
の
建

設
工
事
に
よ
る
効
果
は
。

　

過
去
に
大
雨
に
よ
り
豊
浜

地
区
で
浸
水
が
あ
っ
た
た
め
、
今

後
、
浸
水
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に

整
備
し
て
い
る
。

２
年
度
病
院
事
業
会
計
決
算

　

眼
科
医
師
確
保
の
状
況
は
。

　

常
勤
医
は
し
ば
ら
く
の
間

確
保
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ

た
が
、
２
年
度
の
秋
に
浜
松
医
大

か
ら
「
次
年
度
か
ら
常
勤
医
１
名

派
遣
可
能
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、

３
年
度
か
ら
の
常
勤
医
復
活
に
つ

な
が
っ
た
。

■委 員 長：小池和広　　■委員：柏木　健、本間昭男、八木義弘、虫生時彦
■副委員長：戸塚邦彦　　　　　　松野正比呂、根津康広、岡　實総 務 委 員 会

新設された御厨駅北自動二輪等駐車場

磐田市立総合病院

市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部

改
正

―
改
正
の
主
な
内
容
―

　
Ｊ
Ｒ
御
厨
駅
北
口
に
自
動
二
輪

等
駐
車
場
を
新
設
す
る
た
め
、
本

条
例
を
改
正
す
る
も
の

　

自
動
二
輪
等
の
収
容
台
数

を
60
台
と
し
た
理
由
は
。

　

27
年
度
に
行
わ
れ
た
全
国

都
市
交
通
特
性
調
査
に
併
せ
て
実

施
し
た
調
査
結
果
等
か
ら
、
予
測

さ
れ
た
台
数
を
基
に
設
置
し
た
。

乗
降
客
数
の
状
況
に
応
じ
て
拡
張

も
今
後
検
討
す
る
が
、
現
在
の
設

置
台
数
で
様
子
を
み
た
い
。

磐田市いきいき百歳体操
磐田市しゃきしゃき百歳体操パンフレット

磐田を元気で明るく　今こそ子育て支援
（衣食住を守る）

公明党磐田 議員鈴 木 喜 文

一 問
一 答

一般質問は内容を要約して掲載しています。
詳しくは、インターネットの録画映像でご覧いただけます。

個々の議員が、市政全般にわたり、市長をはじめとする
執行機関に対して行う質問を一般質問といいます。
9 月定例会では 5 人の議員が一般質問を行いました。
発言した順番で主な内容をお知らせします。

一 般 質 問 と は ?

一 般 質 問
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磐田消防署

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
３
年
度

中
に
消
防
庁
舎
整
備
基
本
構
想
、

４
年
度
に
整
備
個
別
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。
課
題
は
、
必
要
面
積

の
確
保
、
周
辺
環
境
等
を
考
慮
し

た
新
庁
舎
移
転
候
補
地
を
選
定
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
。

　

例
年
、
通
学
路
合
同
点
検
を

実
施
し
、
過
去
９
年
間
の
改
善
整

備
要
望
件
数
は
96
件
、
う
ち
実
施

済
は
72
件
、
実
施
中
が
15
件
で
あ

る
。
基
本
的
に
要
望
に
は
全
て
対

応
す
る
考
え
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

環
境
問
題

　

地
域
環
境
と
両
立
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
場
所
の
明

確
化
は
。

　

今
後
、
国
や
県
か
ら
方
針
が

示
さ
れ
る
中
で
研
究
し
て
い
く
。

市
民
の
命
を
守
る
安
全
対
策

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
盛
土

点
検
調
査
の
内
容
と
対
策
は
。

　

高
さ
２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
盛

土
が
あ
っ
た
開
発
許
可
等
に
よ
る

開
発
地
は
３
件
あ
り
、
現
地
安
全

点
検
の
結
果
、
排
水
施
設
や
調
整

池
は
有
効
に
機
能
し
、
の
り
面
も

安
定
し
て
お
り
、
安
全
性
を
確
認

し
た
。
今
後
は
、
今
回
の
点
検
箇

所
を
災
害
級
の
大
雨
や
台
風
の
直

後
に
も
点
検
を
実
施
し
、
安
全
確

認
を
し
て
い
き
た
い
。

　

豪
雨
災
害
対
策
と
し
て
、
早

く
避
難
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
は
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配

布
と
と
も
に
、
災
害
時
に
自
分
や

家
族
の
迅
速
な
避
難
行
動
を
考
え

て
も
ら
う
マ※１
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
取
組
を
啓
発
し
て
い
く
。

　

避※２
難
行
動
要
支
援
者
対
策
は
。

　

現
在
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
計
画
策
定
率
は
73
・
４
％

で
あ
る
。
引
き
続
き
自
主
防
災
会

や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
協
力

し
て
一
人
で
も
多
く
の
避
難
支
援

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

消
防
庁
舎
施
設
整
備
個
別
計

画
の
策
定
状
況
と
課
題
は
。

　
３
年
８
月
に
消
防
庁
舎
整
備

　

教
師
を
含
め
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
４
６

０
４
台
、
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
９
５

７
１
台
の
配
布
が
終
了
し
て
い
る
。

各
家
庭
へ
持
ち
帰
る
際
の
取
扱
い

等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
配

布
し
て
い
る
。
内
容
を
共
有
し
、

安
心
・
安
全
に
扱
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
同
意
を
確
認
す
る
申

請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
破
損
し

た
際
の
修
理
代
負
担
を
伺
う
。

　

故
意
に
壊
し
た
と
認
め
ら
れ

な
い
場
合
は
保
護
者
に
弁
償
を
求

め
な
い
が
、
故
意
に
壊
し
た
場
合

は
協
議
の
上
求
め
る
場
合
が
あ
る
。

　

公
立
小
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
に
は
、
災
害
時
の
避
難
所
と
し

て
エ
ア
コ
ン
設
置
が
必
要
と
考
え

る
が
見
解
は
。

　

普
通
教
室
の
次
に
、
特
別
教

室
へ
の
設
置
を
進
め
て
い
る
た
め
、

早
急
な
設
置
は
困
難
と
考
え
る
。

暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
諸
課
題

　

市
内
で
の
消
費
税
増
税
に
よ

る
現
状
や
、
減
税
な
ど
の
経
済
対

策
の
見
解
は
。

　

２
年
７
月
に
市
が
実
施
し
た

企
業
実
態
調
査
で
は
、
約
５
割
の

事
業
所
が
売
上
げ
減
や
増
税
に
伴

う
コ
ス
ト
増
等
影
響
を
受
け
て
い

る
と
回
答
し
、
一
定
の
影
響
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
影
響
は
全

国
的
な
も
の
で
国
の
経
済
対
策
に

ま
で
言
及
す
る
こ
と
は
控
え
た
い
。

　

米
価
の
下
落
状
況
、
下
落
に

対
す
る
見
解
と
市
の
対
応
策
は
。

　

Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
か
ら
、
３
年

度
産
の
主
食
用
米
価
格
は
、
前
年

度
比
約
10
％
下
落
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
下
落
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
需
要
減

少
な
ど
で
、
生
産
者
の
所
得
に
影

響
す
る
問
題
で
あ
る
。
対
応
策
と

し
て
、
転
作
を
支
援
す
る
国
の
事

業
の
周
知
な
ど
に
よ
り
、
引
き
続

き
生
産
者
を
支
援
し
た
い
。

教
育
の
諸
課
題

　

小
中
学
生
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
配
布
状
況
や
、
利
用
す
る

た
め
の
同
意
書
の
作
成
は
。

べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。
対
象
者

の
把
握
方
法
や
施
設
等
の
受
入
れ

調
整
に
つ
い
て
今
後
検
討
を
進
め

た
い
。

　

防
災
対
応
を
支
援
で
き
る

「
気※4
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
活

用
の
考
え
を
伺
う
。

　
防
災
担
当
職
員
は
県
や
静
岡

地
方
気
象
台
が
主
催
す
る
研
修
会

に
毎
年
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

静
岡
地
方
気
象
台
と
の
連
絡
体
制

に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
て
い
る
が
、
気
象
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
用
に
つ
い

て
は
先
進
事
例
を
参
考
に
研
究
を

進
め
る
。

　

テ
レ
ビ
を
活
用
し
て
の
防
災

行
政
無
線
を
補
完
す
る
考
え
を
伺

う
。　

県
の
防
災
シ
ス
テ
ム
を
通
し

て
各
市
町
の
避
難
情
報
等
を
デ
ー

タ
放
送
で
確
認
で
き
る
仕
組
み
が

既
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

は
、「
い
わ
た
ホ
ッ
と
ラ
イ
ン
」

等
で
も
同
報
無
線
の
内
容
を
配
信

し
て
い
る
。
プ
ッ
シ
ュ
式
の
情
報

発
信
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
ツ
ー

ル
の
活
用
の
研
究
を
進
め
た
い
。

　

災
害
時
の
分
散
避
難
を
促
す

情
報
提
供
の
考
え
を
伺
う
。

　

広
報
い
わ
た
や
防
災
講
座
等

の
機
会
を
捉
え
て
啓
発
を
し
て
き

た
。
今
後
は
、
避
難
所
の
混
雑
状

況
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

情
報
提
供
で
き
な
い
か
研
究
を
進

め
る
。

　

避
難
所
と
な
る
小
・
中
学
校

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考

え
を
伺
う
。

　

体
育
館
へ
の
早
急
な
エ
ア
コ

ン
設
置
は
困
難
な
た
め
、
配
慮
が

必
要
な
避
難
者
に
は
、
エ
ア
コ
ン

設
置
済
み
の
教
室
等
を
活
用
し
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

指※３
定
福
祉
避
難
所
の
確
保
と

運
営
の
取
組
を
伺
う
。

　

指
定
福
祉
避
難
所
に
避
難
す

る
必
要
の
あ
る
方
が
、
指
定
避
難

所
を
経
由
せ
ず
直
接
避
難
を
す
る

こ
と
が
有
効
で
、
早
急
に
対
応
す

利
用
者
負
担
な
し
で
受
入
れ
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
段
階

で
は
助
成
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

　

妊
産
婦
・
乳
幼
児
と
そ
の
養

育
者
の
た
め
の
避
難
所
の
指
定
は
。

　

現
段
階
で
は
専
用
の
避
難
所

の
指
定
は
考
え
て
い
な
い
。
災
害

時
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
、
妊

産
婦
等
の
宿
泊
施
設
で
の
受
入
れ

は
、
そ
の
対
応
を
研
究
し
て
い
く
。

　

医※5
療
的
ケ
ア
児
・
者
へ
の
災

害
時
の
非
常
用
電
源
の
確
保
な
ど

の
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
非
常
用
電

源
装
置
の
購
入
助
成
を
行
っ
て
い

る
。
２
年
度
か
ら
は
人
工
呼
吸
器

の
非
常
用
電
源
な
ど
に
加
え
、
酸

素
濃
縮
器
や
た
ん
吸
引
器
の
電
源

な
ど
を
追
加
し
支
援
を
し
て
い
る
。

　

市
営
住
宅
退
去
時
の
家
具
固

定
の
た
め
の
ネ
ジ
穴
や
ガ
ラ
ス
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
の
原
状
回
復
義

務
の
免
除
に
つ
い
て
伺
う
。

　

防
災
の
観
点
か
ら
壁
に
穴
を

空
け
、
金
具
等
で
固
定
し
た
際
は

原
状
回
復
義
務
の
免
除
を
し
て
い

る
。
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム

も
対
象
か
ら
除
外
し
、
防
災
対
策

の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

　

市
営
住
宅
入
居
時
、
要
配
慮

者
世
帯
は
家
具
固
定
の
自
己
負
担

金
が
無
料
に
な
る
制
度
の
周
知
は
。

　

広
報
い
わ
た
を
通
じ
て
、
制

度
の
周
知
を
し
て
い
る
た
め
、
入

居
時
に
特
段
の
措
置
は
講
じ
て
い

な
い
。
今
後
は
、
入
居
時
に
制
度

に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な

ど
さ
ら
な
る
周
知
啓
発
に
努
め
て
、

防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

避
難
す
べ
き
区
域
に
住
む
要

配
慮
者
が
、
宿
泊
施
設
に
避
難
し

た
場
合
、
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成

す
る
こ
と
に
対
す
る
見
解
は
。

　

静
岡
県
が
県
ホ
テ
ル
旅
館
生

活
衛
生
同
業
組
合
と
災
害
時
に
お

け
る
宿
泊
施
設
の
提
供
等
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
こ
れ
を
基
に

運
用
の
覚
書
を
本
市
と
磐
田
ホ
テ

ル
旅
館
組
合
で
取
り
交
わ
し
て
い

る
。
災
害
時
に
は
、
要
配
慮
者
は

みんなを守る磐田の防災

市民と創る磐田 議員鈴木弥栄子

一 問
一 答

市民の命を守る安全対策について／
環境問題について

日本共産党磐田市議団 議員根 津 康 広

一 問
一 答

暮らしを守るための諸課題／教育の諸課題

日本共産党磐田市議団 議員高 梨 俊 弘

一 問
一 答

熱海市の土石流災害を受けて

公明党磐田 議員江 塚　 学

一 括
質 問
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本
会
議

　

議
員
全
員
で
構
成
さ
れ
、
市
議
会
の
意
思

を
決
定
す
る
ほ
か
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質

問
を
行
う
会
議
で
す
。
市
議
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
や
市
議
会
と
し
て
の
意
見
表
明
な
ど

の
可
否
は
、
最
終
的
に
は
す
べ
て
本
会
議
に

お
い
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
、

２
月
・
６
月
・
９
月
・
11
月
に
開
会
す
る
定

例
会
と
、
必
要
な
と
き
に
開
か
れ
る
臨
時
会

が
あ
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会 

　

円
滑
な
議
会
の
運
営
を
図
る
た
め
、
議
会

運
営
全
般
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
図
る
会

議
で
す
。

常
任
委
員
会 

　

条
例
で
任
意
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
の
事
務
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
議
案
等

を
審
査
し
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
総
務
委
員

会
、
民
生
教
育
委
員
会
、
建
設
産
業
委
員
会
、

予
算
決
算
委
員
会
、
広
報
広
聴
委
員
会
の
５

つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

特
別
委
員
会

　

複
数
の
常
任
委
員
会
に
ま
た
が
る
事
項
や

特
に
重
要
な
事
項
等
を
審
査
す
る
た
め
に
、

議
会
の
議
決
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
ま
す
。

市
議
会
議
員

　

４
年
ご
と
の
選
挙
に
よ
っ
て
市
民
か
ら
選

ば
れ
た
「
市
民
の
代
表
者
」。
本
市
議
会
議
員

の
定
数
は
条
例
で
26
人
と
し
て
い
ま
す
。

議
長
・
副
議
長

　

議
長
と
副
議
長
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
挙

で
選
ば
れ
ま
す
。

　

議
長
は
議
会
の
代
表
者
と
し
て
、
議
場
の

秩
序
を
保
ち
、
議
事
を
整
理
し
、
議
会
の
事

務
を
処
理
し
ま
す
。

　

副
議
長
は
、
議
長
が
不
在
の
と
き
や
欠
け

た
と
き
に
、
議
長
の
代
わ
り
に
職
務
を
行
い

ま
す
。

※
１　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
Ｐ
14
）

　

台
風
や
大
雨
の
水
害
等
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
対
し
、

一
人
一
人
の
家
族
構
成
や
地
域
環
境
に
合
わ
せ
て
、
あ
ら
か
じ
め
時
系
列
で

整
理
し
た
自
分
自
身
の
避
難
行
動
計
画
の
こ
と
で
す
。
自
ら
考
え
命
を
守
る

避
難
行
動
の
た
め
の
一
助
と
す
る
も
の
で
す
。

※
２　
避
難
行
動
要
支
援
者
（
Ｐ
14
）

　
災
害
が
発
生
し
、
又
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
自
ら
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
で
あ
っ
て
、
そ
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を

図
る
た
め
特
に
支
援
を
要
す
る
方
の
こ
と
で
す
。

※
３　
指
定
福
祉
避
難
所
（
Ｐ
15
）

　
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
配
慮
が
必
要
な
方
の

た
め
の
避
難
所
で
す
。
福
祉
避
難
所
と
し
て
指
定
さ
れ
る
の
は
、
施
設
自
体

の
安
全
性
（
耐
震
、
耐
火
な
ど
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
手
す
り

や
ス
ロ
ー
プ
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
図
ら
れ
、
要
配
慮
者
の
安
全
性
も
確
保

さ
れ
た
施
設
で
す
。

※
４　
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
Ｐ
15
）

　
地
域
の
気
象
現
象
を
よ
く
知
り
、
防
災
の
知
識
を
持
ち
、
自
治
体
の
防
災

対
応
を
支
援
で
き
る
人
材
と
し
て
、
国
土
交
通
省
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
気
象
庁

の
出
身
者
や
気
象
予
報
士
な
ど
の
こ
と
で
す
。

※
５　
医
療
的
ケ
ア
児
・
者
（
Ｐ
15
）

　

身
体
の
機
能
に
障
害
が
あ
り
、
呼
吸
や
栄
養
摂
取
、
排
泄
な
ど
の
際
に
、

医
療
機
器
や
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
の
こ
と
で
す
。

一般質問

7

10

9
29

7

6
議員全員にタブレットを貸与、
議員研修会を開催しました

「磐田市議会業務継続計画（議会ＢＣＰ）」を策定しました

議員研修会を開催しました

　デジタル化に対応するとともに議会活動の充

実のため、議員全員にタブレットを貸与し、操

作方法の研修を行いました。

　その後引き続き、タブレット端末を使用して、　　

磐田市が表明した「ゼロカーボンシティ」につ

いて理解を深めるため研修を行いました。

　本市環境課とごみ対策課による説明により、

カーボンニュートラルにおける世界や日本の動

向、市の今後について理解を深めました。

　市議会では、10 月７日に磐田市議会防災対

策会議を開催し、「磐田市議会業務継続計画（議

会ＢＣＰ）」を策定しました。これは、災害等

が発生しても議会の機能を維持していくために

必要な、組織体制や議会・議員の役割を定めた

ものです。

　今後は、訓練や研修会を行い、内容を検証す

るとともに、実効性のあるものとするため、内

容を継続的に見直していきます。

　市として災害に備えておくべきことを理解

するため、議員研修会を開催しました。

　本市消防本部職員の説明により、消防の災

害出動体制や熱海市伊豆山土砂災害での活動

状況について理解を深めました。

　議員からは、「準備するもの、対応できるこ

とは随時対応していきたい」、「本市において

もしっかりした災害時の受援拠点を整備すべ

きである」といった感想がありました。

磐田市議会 議会ＢＣＰ
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② ①

映像による議会報告会をご覧ください
　例年市議会では市民に開かれた議会を目指し、議会報告会を開催して
います。
　３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市議会ホーム
ページで映像配信中ですので、ぜひご覧ください。

　議会報告会についてのご質問、ご意見があり
ましたら、「ご意見ポスト」までお寄せください。

「ご意見ポスト」は、磐田市役所本庁舎１階と
５階に設置しています。
　なお、ホームページから
もお寄せいただくことがで
きます。

〇主な内容

磐田市議会報告会

磐田市議会  ご意見

〇ご意見をお寄せください

市議会の傍聴について
　本会議や委員会は、傍聴することができます。傍聴を希望される方は、会議当日磐田市役所本庁
舎５階の議会事務局へお越しください。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、以下の事項を必ずお守りください。

　1. マスクを必ず着用してください。
　2. 6 階フロアにアルコール消毒液を設置していますので、入室前に必ず手指を消毒してください。
　3. 入室前に体温測定をしますのでご協力ください。
　4. 次の方は傍聴できません。
　・ 発熱等風邪の症状のある方
　・ 体調のすぐれない方
　・ 入室前の体温測定で発熱を確認した方
　・ マスクの着用に協力していただけない方
　・ 体温測定に協力していただけない方
　5. 換気を図るため、会場は基本的に窓等を開けて開催しますので、聞き取りにくいことも考え
　　られます。また、必要な場合の寒さ対策は各自でお願いします。

※座席数には限りがあるため、傍聴をお断りすることがあります。

スマートフォン等からも
議会を視聴できます

セブンイレブンに議会だよりを
配架しております

　パソコンのほか、スマー
トフォンやタブレット端末
からも、本会議、予算決算
委員会の模様を視聴するこ
とができます。生中継・録
画中継を配信しております
のでぜひご覧ください。

　市と包括協定を締結した
セブンイレブンと連携し、
幅広い年代の店舗利用者に
も市議会の活動等を知って
いただくため、市内各店舗
にて、磐田市議会だより「い
わた羅針盤」を配架してお
ります。

議会フェイスブックで
情報をお届けします

政治家の年賀状は禁止されて
います

　市議会をより身近に感
じていただくため、フェ
イスブックで市議会の活
動を発信し、情報をお届
けしています。
　ぜひ、アクセスしてご
覧ください。
URL：https://www.facebook.com/
iwata.gikai

　公職選挙法により、
議員は選挙区内の人に
対して、年賀状などの
あいさつ状（答礼とし
て自筆のものを除く）
を出すことが禁じられ
ています。
　市民の皆様のご理解
をお願いいたします。

磐田市議会  インターネット中継

請願・陳情とは
　市政などについて、直接、議会に要望できる制度とし
て「請願」「陳情」があります。これらは磐田市民に限らず、
どなたでも提出することができます。

【請願】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　地方自治法及び市議会会議規則に定められており、磐
田市議会議員の紹介が必要です。

【陳情】
　磐田市議会議員の紹介は不要です。

【審査等】
　所管する委員会に付託されその内容を慎重に審査した
後、本会議（陳情は全員協議会）に報告され採択・不採
択が決定されます。郵送による陳情は議長預かりとなり
ます。詳しくは議会事務局にお問い合わせください。

【請願・陳情の書き方】

※署名又は記名押印

※署名又は記名押印

●議会の災害等対策
●予算決算委員会からの報告
●総務委員会からの報告
●民生教育委員会からの報告
●建設産業委員会からの報告
●磐田市総合計画特別委員会からの報告



磐
田

市
議

会
だ

よ
り

 N
o.83　

2021.12.01
発

行
／

磐
　

田
　

市
　

議
　

会
編

集
／

市
議

会
広

報
広

聴
委

員
会

〒
438-8650 磐

田
市

国
府

台
3-1

TEL.0538-37-4822　
FAX.0538-37-4845

https://w
w

w
.city.iw

ata.shizuoka.jp/shigikai/index.htm
l

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
gikai@

city.iw
ata.lg.jp

　今回の特集は、「災害ボランティアコー
ディネーター」です。被災者の思いや、
要望・困りごとを聴き取り、被災者支援

の活動に結びつける役割を果たします。
　気候危機の影響による被害が世界中で広がってい
ます。いつ起こるかわからない災害は他人事ではあり
ません。被災者支援を含めた防災対策のあり方を市
議会としても引き続き取り組んでいきたいと思います。

　　　　　（根津康広）

【広報広聴委員会】
■委 員 長：虫生 時彦　　■副委員長：鳥居 節夫
■委　　員：八木 義弘、小栗 宏之、江塚　学、芥川 栄人、根津 康広次回は2月1日発行予定です。

日 月 火 水 木 金 土
11/21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 12/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

月 定 例 会 の 予 定11
（11月26日～12月23日）

※いずれも午前10時から
日程は変更する場合もあります。代表質問・一般質問を行う会派議
員の順番や内容につきまして12月2日（木）にホームページ上で公
開を予定しております。また、聴覚障がい者の皆さまの議会傍聴の
ため、手話通訳者や要約筆記者の手配等を行っています。ご希望の
方は、事前に議会事務局（電話0538-37-4822、ファックス0538-
37-4845）までお問い合わせください

本会議本会議
（採決）（採決）

本会議本会議
（議案上程）（議案上程）

本会議本会議
（先議採決）（先議採決）

本会議本会議
（代表質問）（代表質問）

本会議本会議
（一般質問）（一般質問）

本会議本会議
（議案質疑・（議案質疑・
予算決算委員会予算決算委員会））

本会議本会議
（代表質問）（代表質問）

予算決算委員会予算決算委員会
（採決）（採決）

予算決算委員会分科会予算決算委員会分科会（審査）（審査）
常任委員会常任委員会（審査）（審査）

予算決算委員会分科会予算決算委員会分科会（審査）（審査）
常任委員会常任委員会（審査）（審査）

　磐田市のイメージキャラクターしっぺいの
背景に災害から身を守る津波避難タワーを入
れました。
　災害が多い今「自分の身を守る場所」を一つ
でも多く知って欲しいと思います。
　いつ、どこで、何が起きるか分からないのが
災害です。一人一人が命を大切にし、対策を考
え、互いの協力と支え合いができる磐田市で
あって欲しいという願いを込めました。

表紙の写真 磐田東高等学校　３年

写真部  入
いり
山
やま
　絢

あや
萌
め
さん

■全会一致により可決・認定・同意された議案
⑴　２年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分
⑵ 　〃　下水道事業会計未処分利益剰余金の処分
⑶　 〃　駐車場事業特別会計歳入歳出決算
⑷ 　〃　国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
⑸　 〃　介護保険事業特別会計歳入歳出決算
⑹ 　〃　広瀬財産区特別会計歳入歳出決算
⑺　 〃　岩室財産区特別会計歳入歳出決算
⑻ 　〃　虫生財産区特別会計歳入歳出決算
⑼　 〃　万瀬財産区特別会計歳入歳出決算
⑽ 　〃　水道事業会計決算
⑾ 　〃　下水道事業会計決算

⑿　２年度病院事業会計決算 
⒀　３年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
⒁　〃　介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
⒂　自転車等駐車場条例の一部改正
⒃　財産の譲渡
⒄～⒆　財産の取得
⒇　市道の路線認定
㉑　３年度一般会計補正予算（第７号）
㉒　人権擁護委員の候補者推薦
㉓　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の

充実を求める意見書

会派名
件　名  

志政会 せいわ会 新磐田 市民と
創る磐田

日本共産党
磐田市議団

公明党
磐　田 磐田の底力 結果

9人(※) ６人 ３人 ３人 ２人 ２人 １人
２年度一般会計歳入歳
出決算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

２年度後期高齢者医療事
業特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

３年度一般会計補正予算
（第６号） ○ ○ ○ 〇１人

×２人 × ○ × 可決

■その他　⑴　 磐田市議会議員の派遣

■意見の分かれた議案

※志政会の会派人数は９人ですが、採決は寺田幹根議長を除いた８人で行います。　　　　　　　  ○：賛成　×：反対


